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は
じ
め
に
　
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
（
初
出
『
文
芸
倶
楽
部
　
第
六
編
』
明
治
28
・
6
・
20
、
以
下
本
文
の
引
用
は
初
出
に
よ
り
、
字
体
は
現
行
の
も
の
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
）
が
、
発
表
当
時
諸
文
芸
誌
上
で
批
評
さ
れ
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
鏡
花
の
出
世
作
と
な
っ
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
鮮
烈
な
作
品
内
容
の
影
響
は
文
壇
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
意
外
な
方
面
に
お
い
て
も
形
を
な
し
て
現
れ
る
。
本
稿
で
は
、
東
京
美
術
学
校
の
生
徒
が
制
作
し
た
「
外
科
手
術
」
な
る
絵
画
を
紹
介
し
、
小
説
「
外
科
室
」
受
容
の
あ
り
方
の
一
端
と
し
て
考
察
を
行
う
と
共
に
、
東
京
美
術
学
校
に
お
け
る
文
学
へ
の
関
心
の
表
れ
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
す
る
。
女
子
大
國
お
　
第
百
五
十
一
号
　
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
　
資
料
紹
介
・
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
制
作
「
外
科
手
術
」
　
　
　
―
鏡
花
作
品
受
容
の
一
側
面
―
杲
　
由
美
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【
図
版
資
料
】
「
外
科
手
術
」
葛
揆
一
郎
（
江
月
）
作
。
明
治
三
十
七
年
本
科
卒
業
・
岩
手
県
出
身
・
生
歿
＝
明
治
十
三
年
～
大
正
七
年
。
絹
本
着
色
・
軸
装
・84.2
×145.3
）
1
（
　
　
　
　
　
　
一
　
葛
揆
一
郎
に
つ
い
て
　「
外
科
手
術
」
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
岩
手
県
出
身
の
葛
揆
一
郎
な
る
生
徒
が
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
の
卒
業
制
作
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
作
者
で
あ
る
葛
揆
一
郎
に
つ
い
て
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
）
2
（
』
（
以
下
『
校
友
会
月
報
』
と
略
す
）
の
記
事
か
ら
知
れ
る
と
こ
ろ
の
経
歴
を
以
下
に
記
す
。
　『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
号
（
明
治
32
・
11
・
29
）
の
記
事
「
生
徒
成
績
品
展
覧
会
）
3
（
賞
状
授
与
式
景
況
」
に
よ
れ
ば
、
葛
揆
一
郎
は
明
治
三
十
二
年
四
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
右
の
授
与
式
に
お
い
て
、
成
績
優
秀
者
と
し
て
予
備
科
）
4
（
二
等
賞
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
東
京
美
術
学
校
で
は
本
科
の
修
業
年
限
四
年
以
外
に
一
年
間
の
予
備
課
程
の
履
修
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
学
年
期
間
は
九
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
あ
る
か
ら
、
葛
氏
の
上
京
は
遅
く
と
も
明
治
三
十
一
年
夏
頃
ま
で
の
こ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
七
号
（
明
治
37
・
5
・
10
）「
東
京
美
術
学
校
近
事
」
に
「
昨
年
七
月
学
年
試
験
の
際
病
気
の
故
を
以
て
、
卒
業
試
験
を
延
期
せ
ら
れ
た
る
、
日
本
画
科
の
葛
揆
一
郎
氏
（
岩
手
県
士
族
）
は
、三
月
二
十
九
日
卒
業
証
書
を
授
与
せ
ら
れ
、
資
料
紹
介
・
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
制
作
「
外
科
手
術
」
79
同
時
に
文
部
省
よ
り
、
図
画
教
員
免
許
状
を
下
附
せ
ら
れ
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
前
年
七
月
に
卒
業
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
病
気
の
た
め
半
年
延
期
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業
後
、
葛
氏
の
画
家
と
し
て
の
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
詳
細
は
不
明
だ
が
、
郷
里
岩
手
に
お
い
て
「
彩
友
会
」
な
る
研
究
団
体
を
主
催
し
活
動
し
て
い
た
事
が
『
校
友
会
月
報
』
の
記
事
に
確
認
で
き
る
。
以
下
『
校
友
会
月
報
』
よ
り
、
管
見
に
入
っ
た
記
事
を
挙
げ
て
お
く
。
○
彩
友
会
第
一
回
研
究
会
　
同
会
は
岩
手
県
盛
岡
に
在
る
本
校
卒
業
生
の
武
谷
富
造
、
葛
江
月
両
氏
の
主
催
せ
る
会
に
し
て
、
一
月
三
十
日
其
第
一
回
を
催
し
た
り
と
い
ふ
、
斯
道
の
た
め
、
誠
に
喜
ぶ
べ
き
事
な
り
）
5
（
。
（
第
四
巻
第
六
号
「
芸
苑
彙
報
」
欄
　
明
治
39
・
3
・
1
）
○
盛
岡
市
の
彩
友
会
展
覧
会
　
彩
友
会
第
二
回
の
展
覧
会
は
、
仝
会
幹
事
武
谷
松
泉
、
葛
江
月
、
小
岩
峻
氏
の
発
起
に
て
、
去
五
月
一
日
よ
り
数
日
間
、
盛
岡
市
桜
山
神
社
境
内
に
て
開
か
れ
、
本
校
よ
り
も
前
記
諸
氏
の
請
求
に
依
り
、
卒
業
制
作
数
点
を
出
品
せ
し
が
、
な
か
〳
〵
の
盛
況
な
り
し
旨
、
岩
手
日
報
に
見
え
た
り
。
（
第
四
巻
第
九
号
「
芸
苑
彙
報
」
欄
　
明
治
39
・
6
・
7
）
○
葛
揆
一
郎
氏
　
同
氏
も
、
盛
岡
に
て
展
覧
会
開
設
の
用
務
を
帯
び
、
十
一
月
中
旬
上
京
せ
ら
れ
た
り
。
（
第
六
巻
第
三
号
「
卒
業
生
動
静
」
欄
　
明
治
40
・
11
・
30
）
　
な
お
、
大
正
五
年
十
一
月
二
日
か
ら
同
月
十
七
日
に
か
け
て
美
術
学
校
の
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
文
部
省
の
図
画
講
習
会
の
参
加
者
中
に
葛
揆
一
郎
の
名
前
が
あ
り
、
当
時
の
職
は
「
岩
手
県
立
福
岡
中
学
校
教
諭
」
と
さ
れ
て
い
る
）
6
（
。
80
　
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
葛
氏
は
美
術
学
校
卒
業
後
職
業
作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
郷
里
の
岩
手
県
で
学
校
教
師
と
し
て
美
術
教
育
に
携
わ
り
な
が
ら
「
彩
友
会
」
な
る
美
術
研
究
団
体
を
主
催
し
、
当
地
に
お
け
る
美
術
の
普
及
発
展
に
尽
力
し
て
い
た
人
物
と
捉
え
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
葛
氏
に
関
す
る
記
事
は
こ
の
他
に
は
見
当
た
ら
ず
、
大
正
七
年
の
死
因
に
つ
い
て
も
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。
葛
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
今
後
『
岩
手
日
報
』
な
ど
地
元
の
資
料
に
も
当
た
り
つ
、
詳
細
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
た
い
。
　
　
　
　
　
二
　
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
　
吉
田
千
鶴
子
「
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
の
歩
み
」
（
注
（
1
）
前
掲
書
所
収
）
に
よ
れ
ば
「
外
科
手
術
」
は
、
明
治
三
十
四
年
八
月
に
校
長
に
就
任
し
た
正
木
直
彦
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
「
写
生
主
義
的
傾
向
を
最
も
直
截
的
に
」
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
あ
る
小
説
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、貴
婦
人
が
手
術
を
受
け
る
場
面
を
描
い
た
」
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
製
作
の
様
子
は
当
時
の
『
校
友
会
月
報
』
の
「
教
室
雑
爼
」
欄
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
本
欄
は
美
術
学
校
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
所
属
す
る
科
の
近
況
や
教
室
で
の
出
来
事
等
を
述
べ
る
も
の
で
、
や
長
く
な
る
が
そ
の
一
節
を
次
に
引
用
す
る
。
去
年
十
一
月
卒
業
製
作
の
命
令
が
下
つ
て
か
ら
誰
も
他
で
想
像
す
る
様
に
遊
ん
で
居
る
者
は
一
人
も
な
い
、
否
命
令
の
下
ら
ぬ
以
前
か
ら
そ
れ
〴
〵
考
に
考
へ
て
は
居
つ
た
（
略
）
さ
れ
ば
誰
も
其
養
つ
た
想
を
如
何
に
現
は
さ
う
か
と
思
ふ
て
、
一
通
り
の
苦
心
で
は
無
い
の
で
あ
る
。
先
づ
画
題
の
選
択
で
、
夜
静
な
る
時
、
目
を
閉
ぢ
て
、
黙
然
の
三
昧
に
入
る
と
、
迷
ふ
は
〳
〵
は
、
之
が
為
暁
に
徹
す
る
事
も
少
な
く
な
い
。
　
　
　
　（
略
）
資
料
紹
介
・
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
制
作
「
外
科
手
術
」
81
葛
君
、
氏
は
題
を
或
る
小
説
か
ら
取
つ
た
と
か
で
、
貴
婦
人
に
手
術
を
施
す
所
で
、
第
一
に
手
術
の
方
法
は
、
氏
の
知
己
の
医
学
士
に
教
を
乞
ふ
た
由
で
、
又
手
術
室
は
東
洋
第
一
と
か
云
ふ
或
病
院
の
実
地
を
写
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
観
覧
の
厳
な
る
よ
り
、
氏
は
医
士
の
つ
も
り
で
内
々
写
生
に
通
ふ
た
由
で
、
其
外
赤
十
字
や
、
府
下
の
有
名
な
手
術
室
は
、
大
体
見
廻
つ
て
、
手
術
の
有
様
を
見
た
由
だ
か
、
又
手
術
者
の
服
と
看
護
婦
の
服
装
は
自
ら
新
調
し
た
が
、
茲
に
面
白
い
の
は
画
中
の
主
人
公
た
る
可
き
手
術
主
任
の
モ0
デ
ル
0
0
に
或
医
士
の
進
ん
で
成
つ
た
事
で
あ
る
。
（
略
）
又
異
彩
を
放
つ
た
の
は
、
其
夫
人
を
し
て
図
中
の
被
手
術
者
た
る
貴
婦
人
に
擬
し
た
事
で
あ
る
が
、
其
婦
人
の
果
し
て
図
中
の
伯
爵
夫
人
た
る
に
適
し
て
居
り
し
や
…
　（
永
江
邸
）
7
（
「
教
室
雑
爼
　
日
本
画
科
四
年
」　『
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
八
号
　
明
治
36
・
4
・
15
　
傍
点
マ
）
　
明
治
十
年
代
以
降
の
美
術
界
で
は
、
西
洋
画
・
日
本
画
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
何
を
描
く
べ
き
か
と
い
う
画
題
に
関
す
る
言
説
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
原
田
直
二
郎
作
「
騎
龍
観
音
」
（
明
治
23
）
を
め
ぐ
っ
て
森
鴎
外
と
外
山
正
一
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
画
題
論
争
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
論
者
や
議
論
の
レ
ベ
ル
は
様
々
で
あ
っ
て
も
、
畢
竟
「
何
を
描
く
か
」
と
い
う
問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
る
の
は
絵
画
を
志
す
者
共
通
の
悩
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
就
学
中
の
生
徒
と
て
同
様
で
あ
る
。
右
の
記
事
に
は
卒
業
制
作
の
画
題
選
択
に
各
々
苦
慮
す
る
四
年
生
の
様
子
が
克
明
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
葛
氏
の
制
作
過
程
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
選
択
さ
れ
た
画
題
と
制
作
方
法
が
、
同
級
生
の
中
に
あ
っ
て
一
際
奇
抜
な
も
の
で
あ
っ
た
事
に
拠
る
だ
ろ
う
。
同
級
生
の
永
倉
茂
（
江
村
）
は
葛
氏
を
「
専
ら
人
物
写
生
主
義
」
と
言
い
、
ま
た
そ
の
画
題
を
「
世
俗
の
複
雑
し
た
情
状
を
写
す
事
に
重
き
を
置
い
て
居
る
か
ら
、
以
前
に
な
い
方
面
を
解
釈
さ
れ
る
事
と
想
ふ
」
と
推
量
し
て
い
る
）
8
（
が
、
確
か
に
葛
氏
の
選
ん
だ
画
題
は
永
倉
が
考
え
た
通
り
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
永
倉
は
続
け
て
「
同
窓
生
の
内
大
方
は
考
へ
も
極
つ
た
様
だ
が
、
誰
れ
も
熟
考
に
熟
考
を
重
ね
て
居
る
の
か
し
て
、
発
表
し
た
者
が
無
い
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
明
治
三
十
五
年
末
の
時
点
で
自
分
の
制
作
画
題
を
公
に
し
た
生
徒
は
ま
だ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
82
か
ら
、
葛
氏
が
本
格
的
に
「
外
科
手
術
」
の
制
作
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
お
そ
ら
く
三
十
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
文
中
に
は
「
あ
る
小
説
」
と
あ
る
の
み
で
題
名
を
明
記
し
て
は
い
な
い
が
、
「
外
科
手
術
」
と
い
う
題
が
た
だ
ち
に
鏡
花
の
「
外
科
室
」
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
、
右
文
中
で
被
手
術
者
を
「
伯
爵
夫
人
」
と
特
定
し
て
い
る
こ
と
、
「
外
科
室
」
に
お
い
て
「
助
手
三
人
と
、
立
会
の
医
博
士
一
人
と
、
別
に
赤
十
字
の
看
護
婦
五
名
」
と
さ
れ
る
医
師
や
看
護
婦
の
数
が
「
外
科
手
術
」
に
描
か
れ
た
そ
れ
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
本
画
が
鏡
花
の
「
外
科
室
」
を
基
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
で
は
、葛
氏
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
「
外
科
室
」
と
い
う
小
説
の
存
在
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
十
三
年
生
ま
れ
の
葛
氏
は
、「
外
科
室
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
二
十
八
年
当
時
十
五
歳
で
あ
る
。
そ
の
年
齢
な
ら
ば
本
作
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
読
み
、
そ
の
印
象
が
記
憶
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
「
外
科
室
」
発
表
年
と
卒
業
制
作
着
手
の
年
の
間
に
は
約
八
年
も
の
空
白
が
あ
る
。
だ
が
「
外
科
室
」
は
そ
の
後
『
明
治
小
説
文
庫
第
十
編
』
（
明
治
31
・
9
　
博
文
館
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
外
科
室
」
以
後
に
鏡
花
が
発
表
し
た
作
品
を
評
す
る
際
、
既
発
表
作
品
の
「
外
科
室
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
）
9
（
こ
と
も
多
く
、
「
外
科
室
」
と
い
う
小
説
を
知
っ
た
の
が
上
京
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
東
京
に
暮
ら
す
学
生
な
ら
ば
古
本
屋
を
渉
猟
す
る
な
ど
雑
誌
・
単
行
本
入
手
の
方
法
は
い
く
ら
で
も
考
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
東
京
美
術
学
校
に
は
図
書
館
に
あ
た
る
「
文
庫
」
も
設
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
初
出
誌
『
文
芸
倶
楽
部
』
を
手
に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
）
10
（
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
美
術
学
校
に
は
文
学
趣
味
の
あ
る
学
生
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
級
友
か
ら
知
識
を
得
た
と
も
想
像
で
き
る
。
そ
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
彼
が
「
外
科
室
」
に
注
目
す
る
に
到
る
環
境
は
充
分
に
整
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
　
だ
が
一
般
に
、
小
説
の
複
雑
な
内
容
を
、
時
間
の
一
瞬
一
瞬
を
切
り
取
っ
て
見
せ
る
絵
画
と
い
う
媒
体
で
表
現
す
る
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、小
説
「
外
科
室
」
に
お
け
る
手
術
の
場
の
異
様
な
雰
囲
気
や
、貴
船
伯
爵
夫
人
と
高
峰
医
学
士
の
言
外
の
交
感
と
い
っ
資
料
紹
介
・
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
制
作
「
外
科
手
術
」
83
た
独
自
性
が
「
外
科
手
術
」
の
画
面
に
看
取
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
の
点
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
　「
外
科
室
」
と
い
う
小
説
か
ら
葛
氏
が
受
け
た
感
銘
は
、
単
に
写
生
の
対
象
と
し
て
の
新
奇
さ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
手
術
室
に
お
け
る
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
交
情
に
感
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
手
術
室
の
場
面
を
画
題
に
選
ん
だ
の
で
も
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
画
家
と
し
て
の
葛
氏
の
視
点
に
小
説
の
語
り
手
で
あ
る
画
師
「
予
」
の
そ
れ
を
重
ね
た
の
が
「
外
科
手
術
」
で
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
「
外
科
手
術
」
に
直
接
呼
応
す
る
「
外
科
室
」
の
本
文
箇
所
は
、
先
に
引
用
し
た
手
術
室
内
に
お
け
る
人
物
の
人
数
・
構
成
と
、
「
何
と
な
く
凄
ま
じ
く
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
如
き
観
あ
る
所
の
外
科
室
の
中
央
に
据
へ
ら
れ
た
る
、
手
術
台
な
る
伯
爵
夫
人
は
、
純
潔
な
る
白
衣
を
絡
ひ
て
、
死
骸
の
如
く
横
は
れ
る
、
顔
の
色
飽
く
ま
で
白
く
、
鼻
高
く
頤
細
り
て
、
手
足
は
綾
羅
に
だ
も
堪
へ
ざ
る
べ
し
。
唇
の
色
少
し
く
褪
せ
た
る
に
、
玉
の
如
き
前
歯
幽
か
に
見
え
、
眼
は
固
く
閉
し
た
る
か
、
眉
は
思
ひ
な
し
か
顰
み
て
見
ら
れ
つ
。
纔
か
に
束
ね
た
る
頭
髪
は
、
ふ
さ
〳
〵
と
枕
に
乱
れ
て
、
台
の
上
に
こ
ぼ
れ
た
り
」
と
い
う
夫
人
の
描
写
部
分
の
み
で
あ
り
、
小
説
の
表
面
的
な
情
景
を
写
す
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
印
象
を
免
れ
な
い
。
　
そ
の
意
味
で
は
「
外
科
手
術
」
は
、小
説
に
お
け
る
観
念
性
の
移
植
で
は
な
く
、前
出
吉
田
氏
の
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
医
師
・
看
護
婦
や
手
術
の
様
子
を
写
生
的
に
描
く
点
に
そ
の
主
眼
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
　
だ
が
、
明
治
二
十
六
年
の
第
一
期
卒
業
生
以
降
、
毎
年
生
み
出
さ
れ
る
卒
業
制
作
の
多
く
が
依
然
歴
史
上
の
人
物
や
伝
説
と
い
っ
た
伝
統
的
な
画
題
を
選
択
す
る
）
11
（
中
に
あ
っ
て
、
「
外
科
手
術
」
が
一
際
異
彩
を
放
つ
作
品
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。
「
外
科
手
術
」
と
い
う
作
品
は
、
鏡
花
作
「
外
科
室
」
が
有
す
る
文
学
的
意
味
を
絵
画
と
し
て
表
現
し
得
て
い
る
か
否
か
で
は
な
く
、
美
術
学
校
の
一
生
徒
が
鏡
花
作
品
ひ
い
て
は
小
説
と
い
う
媒
体
に
寄
せ
る
関
心
の
高
さ
が
直
接
感
じ
ら
れ
る
点
に
お
い
て
、
同
時
代
資
料
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
「
葛
君
は
写
生
は
一
番
得
意
で
、
又
ロ
ー
マ
ン
チ
ツ
ク
を
自
分
の
主
義
と
為
て
居
る
）
12
（
」
と
さ
れ
る
彼
の
資
質
が
、
「
外
科
室
」
に
惹
か
れ
る
必
然
的
な
要
素
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
点
も
付
言
し
て
お
く
。
84
　
更
に
、
こ
う
し
た
文
学
へ
の
関
心
が
葛
氏
個
人
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
美
術
学
校
の
中
に
広
ま
り
つ
あ
っ
た
文
学
熱
の
一
端
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
次
章
で
述
べ
る
こ
と
す
る
。
　
　
　
　
　
三
　
東
京
美
術
学
校
に
お
け
る
文
学
熱
　
東
京
美
術
学
校
で
は
、
明
治
三
十
五
年
六
月
に
校
友
会
組
織
の
一
環
と
し
て
文
学
部
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
文
学
部
は
そ
の
目
的
と
活
動
内
容
を
「
文
学
美
術
ニ
関
ス
ル
見
識
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
詩
歌
文
章
等
ヲ
研
究
シ
又
ハ
朝
野
ノ
名
士
ヲ
延
キ
テ
諸
般
ノ
講
話
ヲ
請
フ
モ
ノ
」
（
明
治
三
十
六
年
十
一
月
改
正
「
東
京
美
術
学
校
校
友
会
規
則
」
第
十
九
条
）
と
定
め
、
体
育
部
・
音
楽
部
と
共
に
発
足
し
た
も
の
だ
が
、
当
初
の
活
動
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
　
同
年
、
校
友
会
の
新
し
い
機
関
誌
と
し
て
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
が
創
刊
さ
れ
、
文
学
趣
味
を
持
つ
生
徒
が
創
作
し
た
俳
句
・
短
歌
や
漢
詩
、
散
文
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
誌
面
は
活
況
を
呈
し
は
じ
め
る
。
ま
た
「
今
の
美
術
家
に
か
く
所
の
も
の
、
詩
的
趣
味
を
感
知
す
る
こ
と
の
乏
し
き
に
あ
り
、
文
学
的
趣
味
を
味
ふ
事
の
欠
乏
せ
る
に
あ
り
）
13
（
」
、
「
美
術
は
文
学
の
産
物
で
は
な
い
が
、
文
学
的
志
想
に
富
ん
だ
作
家
の
作
品
が
美
的
趣
味
に
富
む
こ
と
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
だ
）
14
（
」
と
い
っ
た
声
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
美
術
の
分
野
に
お
け
る
創
作
活
動
に
文
学
的
素
養
の
必
要
性
を
実
感
す
る
生
徒
が
現
れ
、
ま
た
「
江
見
水
蔭
の
小
説
「
花
」
を
読
み
て
、
不
徳
悪
む
べ
き
溝
谷
を
見
、
此
日
亦
小
杉
天
外
の
「
魔
風
恋
風
」
に
於
て
彼
殿
井
を
見
た
り
）
15
（
」
、
「
僕
は
常
に
「
帝
国
文
学
」
を
愛
読
し
て
ゐ
る
が
、
わ
け
て
文
学
士
斎
藤
藤マ
の
人
を
尊
敬
し
て
ゐ
る
）
16
（
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
特
定
の
作
家
や
作
品
を
提
示
し
て
自
分
の
文
学
愛
好
ぶ
り
を
示
す
者
も
い
る
な
ど
、
そ
の
接
し
方
は
各
様
だ
が
、
造
形
芸
術
を
志
す
裡
に
も
文
学
に
親
し
も
う
と
す
る
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ら
の
言
説
に
明
ら
か
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
動
き
に
伴
っ
て
在
校
生
や
卒
業
生
の
間
か
ら
文
学
部
の
活
動
再
開
を
熱
望
す
る
声
）
17
（
が
徐
々
に
増
え
て
ゆ
き
、
か
く
し
て
明
治
資
料
紹
介
・
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
制
作
「
外
科
手
術
」
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四
十
年
三
月
に
校
友
会
文
学
部
が
再
興
す
る
。
夏
目
漱
石
・
上
田
敏
を
第
一
回
目
の
講
師
と
し
て
招
聘
し
た
講
話
会
（
明
治
四
十
年
四
月
二
十
日
か
ら
中
断
も
含
め
て
大
正
七
年
ま
で
不
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
）
を
主
催
し
た
り
、
投
稿
を
募
っ
て
『
校
友
会
月
報
』
誌
上
に
生
徒
の
創
作
詩
歌
、
小
説
・
評
論
・
紀
行
文
な
ど
の
文
章
を
掲
載
す
る
と
い
っ
た
文
学
部
の
活
動
を
通
し
て
、
美
術
学
校
生
徒
の
美
術
と
文
学
の
交
流
に
対
す
る
意
識
は
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
　
葛
揆
一
郎
自
身
が
文
学
に
対
し
ど
の
程
度
の
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
明
治
三
十
年
代
後
半
の
東
京
美
術
学
校
に
お
け
る
こ
う
し
た
文
学
熱
高
揚
の
気
運
が
、
卒
業
制
作
に
取
り
組
も
う
と
す
る
葛
氏
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
更
に
興
味
深
い
の
は
、
自
ら
の
卒
業
制
作
の
画
題
を
同
時
代
の
小
説
に
求
め
た
生
徒
が
葛
氏
以
外
に
も
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
選
科
卒
業
の
山
村
豊
成
（
耕
花
）
作
「
最
期
」
は
、戦
場
の
若
武
者
が
二
人
の
尼
僧
に
看
取
ら
れ
て
死
に
ゆ
く
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
こ
れ
は
尾
崎
紅
葉
「
二
人
比
丘
尼
色
懺
悔
」（
明
治
22
）
の
登
場
人
物
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。
明
治
四
十
一
年
選
科
卒
業
の
小
村
泰
助
（
雪
岱
）
は
在
学
中
よ
り
鏡
花
を
愛
読
）
18
（
し
、
の
ち
に
鏡
花
作
品
の
単
行
本
の
装
丁
や
挿
絵
を
手
が
け
、
私
生
活
で
も
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
事
で
よ
く
知
ら
れ
る
が
、雪
岱
の
卒
業
制
作
「
春
昼
」
に
描
か
れ
る
祠
と
そ
の
周
辺
に
乱
舞
す
る
無
数
の
蝶
は
、言
う
ま
で
も
な
く
鏡
花
の
「
春
昼
・
春
昼
後
刻
」
（
明
治
39
）
を
基
に
し
た
一
風
景
で
あ
る
。
更
に
大
正
九
年
本
科
卒
業
の
林
虎
雄
（
皓
幹
）
作
「
業
火
」
は
炎
に
包
ま
れ
た
車
の
中
で
焦
熱
に
苦
し
む
姫
君
を
描
い
て
お
り
、
取
り
も
直
さ
ず
芥
川
龍
之
介
「
地
獄
変
」
（
大
正
7
）
を
想
起
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
作
品
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
他
日
言
及
す
る
こ
と
し
、
校
友
会
文
学
部
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
『
校
友
会
月
報
』
の
誌
面
調
査
を
中
心
に
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
た
い
。
86
　
　
　
　
　
お
わ
り
に
　
葛
揆
一
郎
作
「
外
科
手
術
」
は
、
小
説
「
外
科
室
」
が
当
時
の
文
壇
内
部
の
評
価
と
は
異
な
る
次
元
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
作
品
で
あ
る
。
同
時
に
本
作
は
、
明
治
三
十
年
代
後
半
の
東
京
美
術
学
校
に
お
け
る
文
学
熱
の
表
れ
の
一
端
と
し
て
も
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
外
に
も
東
京
美
術
学
校
の
生
徒
に
よ
る
文
学
へ
の
親
和
に
は
多
様
な
側
面
が
あ
り
、こ
の
点
は
、『
明
星
』
や
『
ホ
ト
ギ
ス
』
と
い
っ
た
文
学
雑
誌
に
お
け
る
美
術
へ
の
接
近
と
い
う
同
時
代
の
芸
術
思
潮
の
影
響
に
鑑
み
つ
考
察
し
て
ゆ
く
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
付
記
・
本
論
は
、
京
都
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
会
第
五
回
（
2010
・
1
・
23
）
お
よ
び
第
十
三
回
（
2012
・
3
・
29
）
に
お
け
る
発
表
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
峯
村
至
津
子
先
生
、
山
崎
ゆ
み
先
生
、
川
島
朋
子
先
生
よ
り
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。
注（1
） 
図
版
お
よ
び
記
載
事
項
は
、
『
東
京
美
術
学
校
卒
業
制
作
　
日
本
画
』
（
昭
和
58
・
5
・
15
　
京
都
書
院
）
所
収
の
情
報
に
よ
る
。
（
2
） 
東
京
美
術
学
校
校
友
会
は
明
治
二
十
四
年
十
一
月
に
東
京
美
術
学
校
職
員
お
よ
び
生
徒
を
構
成
員
と
し
て
発
足
、
機
関
誌
の
発
行
、
常
会
・
大
会
の
開
催
、
会
員
の
作
品
展
、
遊
技
会
や
講
話
会
な
ど
の
催
し
が
そ
の
主
な
活
動
で
あ
っ
た
（
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
　
東
京
美
術
学
校
篇
第
一
巻
』
昭
和
62
・
10
・
4
　
ぎ
ょ
う
せ
い
　
第
三
章
第
三
節
　
200
頁
参
照
）
。
校
友
会
は
昭
和
十
六
年
ま
で
存
続
し
、
そ
の
間
に
『
錦
巷
雑
綴
』
（
明
治
27
～
31
年
）
、
資
料
紹
介
・
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
制
作
「
外
科
手
術
」
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『
校
友
会
雑
誌
』（
明
治
32
～
34
年
）
、『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』（
明
治
35
～
昭
和
7
年
）
、『
校
友
会
会
報
』（
昭
和
9
～
12
年
）
、『
東
京
美
術
』（
昭
和
12
～
15
年
）
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号
（
昭
和
15
年
10
月
）
な
ど
の
機
関
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
（
3
） 
卒
業
制
作
の
展
示
は
、
明
治
二
十
七
年
四
月
十
日
よ
り
一
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
第
一
回
生
徒
成
績
物
展
覧
会
以
降
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
。
（
注
（
2
）
前
掲
書
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
　
東
京
美
術
学
校
篇
第
一
巻
』
第
四
章
第
一
節
　
243
～
247
頁
参
照
）
（
4
） 
明
治
三
十
二
年
当
時
は
、
日
本
画
会
附
属
共
立
美
術
学
館
が
非
公
式
の
東
京
美
術
学
校
予
備
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
（
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
　
東
京
美
術
学
校
篇
第
二
巻
』
平
成
4
・
8
・
15
　
ぎ
ょ
う
せ
い
　
第
一
章
第
一
節
　
29
頁
参
照
）
（
5
） 
こ
の
催
し
に
関
す
る
『
岩
手
日
報
』
の
記
事
も
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
抜
粋
し
て
引
用
し
て
お
く
。
 
○
彩
友
会
第
一
回
研
究
会
　
同
会
は
予
記
の
如
く
、
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
杜
稜
館
に
於
て
開
か
れ
、
来
会
者
三
十
余
名
、
参
考
品
に
は
東
西
の
名
画
、
及
会
員
の
製
作
品
を
陳
列
し
、
葛
江
月
氏
の
顔
面
表
情
説
、
武
谷
松
泉
氏
の
写
生
談
あ
り
て
後
、
会
員
の
揮
毫
に
係
る
課
題
画
を
互
評
し
、
終
て
会
員
有
志
の
合
作
席
画
を
催
し
散
会
せ
し
が
、
此
有
望
の
会
合
が
永
遠
に
継
続
せ
ば
、
将
来
当
市
に
於
る
絵
画
界
の
発
展
と
共
に
、
斯
道
に
一
新
面
を
啓
か
ん
こ
と
期
し
て
待
つ
べ
く
（
略
）
毎
会
会
員
外
と
雖
も
、
有
志
の
者
は
随
時
参
会
差
支
な
し
と
の
事
な
り
。
（
6
） 「
東
京
美
術
学
校
近
事
」
（
『
校
友
会
月
報
』
第
十
五
巻
第
六
号
　
大
正
5
・
12
・
28
）
。
（
7
） 
執
筆
者
「
永
江
邸
」
は
明
治
三
十
六
年
本
科
卒
業
生
の
永
倉
茂
（
江
村
）
か
。
（
8
） 「
教
室
雑
爼
」
（
『
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
五
号
　
明
治
35
・
12
・
5
）
。
（
9
） 
た
と
え
ば
「
外
科
室
、
夜
行
巡
査
の
如
き
、
惨
は
惨
な
り
と
雖
も
こ
れ
強
ち
在
り
得
べ
か
ら
ざ
る
出
来
事
に
あ
ら
ず
」
（
『
帝
国
文
学
』
第
五
巻
第
五
号
雑
報
欄
「
病
的
作
家
」　
明
治
32
・
5
・
10
）
、
「
足
下
が
外
科
室
黒
蜥
蜴
の
如
き
、
始
め
て
世
に
顕
は
れ
た
る
時
に
於
て
足
下
は
明
か
に
基
本
領
を
示
せ
り
」
（
『
同
』
第
六
巻
第
五
号
雑
報
欄
「
事
象
の
累
」　
明
治
33
・
5
・
10
）
な
ど
の
評
言
。
（
10
） 
文
庫
に
は
各
種
雑
誌
も
随
時
寄
贈
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
『
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
一
号
（
明
治
36
・
9
・
30
）
「
文
庫
報
告
」
欄
に
は
「
最
近
寄
贈
を
受
け
た
る
図
書
雑
誌
左
の
如
し
」
と
し
て
、
『
文
芸
倶
楽
部
』
『
新
声
』
『
太
陽
』
『
帝
国
文
学
』
な
ど
の
誌
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
（
11
） 
注
（
1
）
前
掲
書
『
東
京
美
術
学
校
卒
業
制
作
　
日
本
画
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
第
一
期
生
の
卒
業
年
（
明
治
二
十
六
年
）
か
ら
葛
氏
の
卒
業
年
（
明
88
治
三
十
七
年
）
ま
で
の
卒
業
制
作
を
概
観
す
る
と
、
最
も
多
い
の
は
人
物
画
で
あ
り
、
そ
れ
も
「
菅
公
」
「
王
羲
之
」
「
悉
達
太
子
」
「
香
久
耶
姫
」
「
王
昭
君
」
「
光
明
皇
后
」
な
ど
、
歴
史
・
伝
説
上
の
人
物
を
画
題
と
す
る
も
の
が
目
立
つ
。
画
題
に
つ
い
て
は
よ
り
正
確
な
分
類
を
行
っ
た
上
で
全
体
的
な
考
察
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
少
な
く
と
も
右
の
期
間
中
に
お
い
て
、
作
者
身
辺
の
同
時
代
的
な
事
項
に
取
材
し
た
卒
業
制
作
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
（
12
） 「
教
室
雑
爼
」
（
『
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
一
号
　
明
治
35
・
6
・
21
）
。
（
13
） 
螻
蛄
山
人
「
吹
泡
録
」
（
『
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
五
号
）
。
（
14
） 「
は
が
き
だ
よ
り
」
欄
、
小
螻
蛄
山
人
な
る
人
物
の
投
書
（
『
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
八
号
）
。
（
15
） 
海
士
「
饒
舌
　
第
三
」
（
『
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
八
号
）
。
（
16
） 「
わ
が
友
の
声
」
欄
（
『
校
友
会
月
報
』
第
四
巻
第
五
号
　
明
治
39
・
2
・
12
）
。
当
欄
は
在
校
生
・
卒
業
生
か
ら
の
投
書
を
掲
載
す
る
も
の
。
（
17
） 
と
り
わ
け
明
治
三
十
八
年
以
降
、
「
わ
が
友
の
声
」
欄
に
は
「
ヲ
ツ
ト
出
た
文
学
狂
、
詩
文
熱
病
者
は
茲
に
も
ご
ざ
る
（
略
）
会
則
に
有
つ
て
文
学
部
の
み
が
設
立
さ
れ
な
い
の
は
如
何
い
ふ
訳
か
」
「
文
学
部
を
起
す
こ
と
は
至
極
賛
成
」
（
『
校
友
会
月
報
』
第
四
巻
第
十
号
　
明
治
39
・
7
・
21
）
と
い
っ
た
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
18
） 
雪
岱
「
初
め
て
鏡
花
先
生
に
御
目
に
か
ゝ
つ
た
時
」
（
『
図
書
』
第
5
年
50
号
　
昭
和
15
・
3
）
に
よ
れ
ば
、
鏡
花
の
小
説
を
知
る
契
機
は
明
治
三
十
六
年
の
秋
頃
、
美
術
学
校
の
教
室
で
机
を
な
ら
べ
た
小
林
波
之
輔
と
い
う
生
徒
が
「
鏡
花
の
小
説
ほ
ど
好
き
な
も
の
は
な
い
と
言
つ
て
、
暗
記
し
て
ゐ
る
様
に
話
し
て
呉
れ
」
た
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
美
術
学
校
の
生
徒
の
中
に
鏡
花
愛
好
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
言
説
で
あ
り
、
更
に
調
査
を
続
け
た
い
。
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
